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を発生しない固定化プロセスが構築できる。しかし，クラミドモナスなどの緑藻網は工業的には価値がないため，これらを餌として増殖する

酢酸菌を培養することで，バイオナイロンなどの新素材として注目を浴びているバイオセルロースを生産することが可能である。このプロセ

スは食料生産と競合しないため，実用化できれば現行のバイオマスを置き換える産業に発展するものと期待できる（Fig.3）。 
 
３.超臨界二酸化炭素から汎用プラスチックの作製（超臨界CO2グループ） 
 超臨界 CO2からの汎用プラスチックの創製はきわめて意義のあるプロセス

であり，CO2からエチレンやプロピレンを合成することが可能となれば，CO2

を原料とした工業生産活動が可能となる。しかし，CO2 は化学的に安定であ

り，ダイレクトにエチレンを合成することは不可能である。一方，農作物を

育成することで CO2を植物に取り込ませ，その後，種子からバイオエタノー

ルをへてエチレンを合成する方法が検討されているが，バイオマスを利用し

た方法は食糧との競合が問題となる他，農作物の大部分を占める茎，葉は廃

棄によりCO2として大気中に放出されるため，この効率はきわめて悪い。 
 一方，CO2は 31.8℃，7.4MPa の低温度・低圧で超臨界流体となり，密度お

よび運動エネルギーが増大することから反応性が向上する。この CO2を超臨

界状態で触媒を用いて低級アルコールへと変換できれば，年間何十万トンの

生産規模の産業への発展が将来的に期待できる(Fig.4)。 
 
４.海洋からの二酸化炭素の回収（CO2回収グループ） 
 無機的，生物的，有機的手法により CO2を物質に変換する方法を確立した

としても，CO2 を回収するために多大なエネルギーを消費したのでは実用化

は困難である。このため，このグループではシリコン薄膜を利用した海洋か

らの低エネルギープロセスでの回収方法について検討を行う。 
 
【研究の学術的背景】 

CO2から各種材料を作製する場合の初期段階として，これを還元しCOにする方法については1979年にすでにInoue Tooruらによって報告

（Nature）されているが，反応効率があまりにも低く，長らく注目されていなかった。しかし，本年（2009年）CO2を超高効率でCOに還元す

るRu-Re超分子錯体型光触媒がZhao-Yong Bianらによって開発され，CO2を原料とした各種工業材料への利用の道が，今，始まろうとしている。

また，本学の(故)安江らは1996年にコンクリート廃材にCO2を吹き込むことでカルシウム分を溶解させ，微生物を使って無機フィラーを作る

方法を開発しており，CO2を積極的に活用して材料を合成する動きが始まっている。しかしながら，これら研究は1つの特定分野の視点から見

つめたものであり，多角的な視野からの研究ではない。本申請は，多くの研究者を擁する総合大学「日本大学」で実施することにより，国内

外に見られない特徴的な研究へと育て上げることが初めて可能であり，その成果は人類のCO2への価値観が変わるターニングポイントになる

はずである。 
 

                                                                
1：物質応用化学科  2：土木工学科  3：一般教育  4：短期大学部応用化学科  5：生産工学部・応用分子化学科 

CO2

CO2の固定化

サトウキビ

トウモロコシ

ジャガイモ　など
バイオマスエタノール エチレン

製品

廃棄物 マテリアル
リサイクル

サーマル
リサイクル

発酵

ケミカル
リサイクル

バイオマスを用いた
従来の炭素循環

バイオマスを用いた
従来の炭素循環

脱水

×

アルデヒド類

低級アルコール

ギ酸　　　　　　　など

H3C-C-H
O=

H3C-C-H
O=

H-C-H
O=

H-C-H
O=

水素を用いた
還元

燃料

化成品原料

or

CH3H

H H

H

H H

H

触媒反応

アルデヒド類

プロピレン

超臨界二酸化炭素
中での反応

重合

Fig.4 CO2を原料とした汎用高分子の作製 


